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５ 重点項目

基本方針に掲げる人財を育成するため、あらゆる分野・世代の教育力を結集し、「徳

島ならでは」の特色あふれる未来志向の教育施策を積極的に推進します。

この施策を着実に推進していくため、組織横断的な体制で取り組むとともに、市

町村や関係機関とも、より一層有機的な連携を図り、スピード感を持って各種施策

を展開します。

重点項目Ⅰ

地方創生から日本創成へ！｢徳島ならでは｣の教育の推進

人口減少に歯止めをかける地方創生の実現に向け、「とくしま新未来｣の

担い手を生み出す「徳島ならでは」の教育を強力に推進します。

時代を先取りした魅力あふれる教育環境を創造し、未来を切り拓く人財

を育成することにより、地方創生、ひいては日本創成を成し遂げていきま

す。

① 個性、可能性を最大限に伸ばす教育の推進

○ 多様で特色ある能力・個性を伸ばす教育の推進

変化の激しい時代を生きる子どもたちが、それぞれの個性や能力に応じてこ

れからの社会を生きぬいていく力を身に付け、

可能性をしっかりと開花させるための教育を

推進します。

学力、スポーツ、文化芸術の各分野を牽引

するリーディングハイスクール※による戦略

的な学校づくりや新たな可能性を拓く専門学

科の創設、高等教育機関との連携・強化など

一人ひとりの個性を重視し、可能性を最大限

に伸長する教育を推進します。

リーディングハイスクール

(名西高校）
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○ 障がいによる困難を克服し、個性輝く自立を支援

福祉・教育・医療・就労の機能が結集した発達障がい者総合支援ゾーン※を中

心とした徳島モデルの推進、障がい福祉サービスと特別支援教育が補完し合っ

た就学前及び在学中の切れ目ない支援、障がい特性を十分に反映した就職、福

祉的就労※や進学による自立の促進など、障がいのある人に対する本県ならでは

の重層的な支援を展開し、それぞれの個性が輝き活躍する機会を創出します。

○ 次代を生きぬくキャリア教育の推進

予測困難な時代を主体的に考え、生きぬく力を育成するとともに、一人ひと

りの社会的・職業的自立に向けた能力の向上や勤労観・職業観の育成を図るた

め、幅広い分野を対象に小学校での職場見学や

中学校の職業体験、高校におけるインターンシ

ップなど発達段階に応じたキャリア教育※を推

進し、社会に貢献する人財の育成を図ります。

大学生やシニア起業家など幅広い年齢層に対

応した創業支援を実施するとともに、次代の本

県産業界を担う人材育成のための取り組みを進

めることにより創業の促進を図ります。

図２ 発達障がい者総合支援ゾーン

小学生職場体験
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② 人口減少社会に挑戦する「徳島モデル」の学校づくり

○ 徳島発の小中一貫教育の推進

小規模化する学校を存続させ、かつ教育の質を保障する徳島モデルの小中一

貫教育として、地理的に分散した小中学校が人的・物的に連携する「チェーン

スクール」、同一地域の学校や保育所、社会教育施設などが地域一体で教育に取

り組む「パッケージスクール」という徳島発の小中一貫教育を全県に展開しま

す。

小中一貫教育の強みを活かし、小学校において教科専門の教員が指導に関わ

ることにより、学習への興味や意欲を高め、その楽しさを実感できる授業を実

施します。

○ 全国屈指の光ブロードバンド環境を活用した教育の推進

本県の強みである「全国屈指の光ブロードバンド環境」を活用し、テレビ会

議システムでの遠隔授業の実施や、タブレッ

ト端末を取り入れた特色ある指導方法の確立

など、ＩＣＴを効果的に活用し、教育の多様

化と効率化を図るとともに、スーパーハイビ

ジョン（４Ｋ・８Ｋ）の教育分野での展開を

推進します。

図３ チェーンスクール、パッケージスクールのイメージ

遠隔授業（海部高校）
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○ 二地域居住を加速する学校間移動の実現

二地域居住を促進するため、地方と都市の学校間移動を容易にし、双方で教

育を受けることにより、それぞれの良さを実感し、多様な価値観を身につける

ことができる「デュアルスクール」を創設します。

③ 災害を迎え撃つ防災教育の推進

○ 防災知識の普及・啓発等の推進

南海トラフの巨大地震をはじめとする震災、風水害、火災等の災害から、生

命・身体・財産を守り、被害を最小限に抑えるために、すべての県民が各自の

状況に応じた自助、共助の防災活動ができることを目指し、幼児期から発達段

階に応じてあらゆる機会を通じて防災についての理解と関心を深めることがで

きるよう、防災啓発・防災生涯学習を推進します。

○ 学校を核とした地域防災力の向上

県立学校の避難所としての機能を強化すると

ともに、消防団や自主防災組織※といった、地

域の様々な主体との緊密な連携による防災学習

や訓練を実施することにより、地域の一員とし

ての防災意識の一層の向上、災害発生時におけ

る支援活動への積極的な参画を促進し、地域と

協働の防災体制づくりを推進します。

図４ デュアルスクールのイメージ

地域防災訓練での炊き出し

（板野高校）
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○ 地域防災を担う人財の育成

未来の担い手となる中学・高校生も含めて、自主防災組織等の活動における

地域防災リーダー※として、防災士の資格取得を推進し、学校の防災クラブ活動

や徳島県立防災センターの防災啓発サポータ※

ー活動等を通じた知識・技能の向上を図ると

ともに、市町村と連携した住民主体の避難所

運営体制づくりを主導する快適避難所運営リ

ーダー※を養成するなど、地域防災を担う人

財の育成を強力に推進します。 防災クラブ（富岡東高校羽ノ浦校）


